
 
 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁個別施設計画 

（案） 

 

 

 

 

 

 

令和 7年 6月 

 
 

近畿地方整備局 道路部 道路管理課  



 
 

 

目   次 

 
 

 

近畿地方整備局管内の橋梁の現状と課題・・・・・  1 

 

メンテナンスサイクルの基本的な考え方・・・・・  6 

 

橋梁保全の取り組み・・・・・・・・・・・・・・ 10 

 

長寿命化修繕計画・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

 

【用語の定義】 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 1 - 
 

 

◆管理道路概要 

 

 

 

 

路線名 延長（㎞） 事務所 路線名 延長（㎞） 事務所

国道1号 154.9 滋賀、京都、大阪 国道43号 30.0 大阪、兵庫
国道2号 131.9 大阪、姫路、兵庫 国道158号 46.2 福井
国道8号 189.4 滋賀、福井 国道161号 81.9 滋賀、福井
国道9号 179.1 福知山、京都、豊岡 国道163号 30.8 京都、大阪、奈良
国道21号 12.3 滋賀 国道165号 23.3 大阪、奈良
国道24号 218.6 京都、奈良、和歌山 国道171号 52.9 京都、大阪、兵庫
国道25号 60.2 大阪、奈良 国道175号 65.3 兵庫
国道26号 63.4 大阪、和歌山 国道176号 14.0 大阪、兵庫
国道27号 135.0 福知山、福井 国道478号 5.7 京都
国道28号 56.6 兵庫 国道481号 1.6 大阪
国道29号 68.4 姫路 国道483号 61.4 豊岡
国道42号 227.7 和歌山、紀南 紀勢線 39.4 紀南

合　　計 1,949.9 ㎞

※合計値は四捨五入の関係で一致しない　※ダブルウェイ(バイパス等)区間を含む

近畿地方整備局管内の橋梁の現状と課題 

 近畿地方整備局では、直轄国道２４路線、約１,９５０kmの管理を１１事務所３０出張所で

行っています。 

 管理している国道のうち、雨などによる事前通行規制を行う区間は、３８箇所、約２９７km

で管理延長の約１５%を占めています。また、除雪等を行う積雪寒冷地の指定区間の延長は約

５８４kmとなっています。 

路線別管理延長（令和 6 年 4 月現在） 

 



- 2 - 
 

 

◆管内の橋梁数 

 

 

 

 

 

 

 

府県名 道路延長（㎞） 橋梁数 橋梁数/10㎞
福井県 226 513 23
滋賀県 243 742 31
京都府 275 839 30
大阪府 194 448 23
兵庫県 496 1,478 30
奈良県 150 545 36
和歌山県 365 689 19

合　計 1,950 5,254 27

近畿地方整備局管内の橋梁の現状と課題 

 近畿地方整備局では、令和６年４月現在の管内にある橋長２ｍ以上の５,２５４橋を道路橋と

して管理しています。 

■府県別道路延長と 10 ㎞当たり橋梁数 

 

■路線別橋梁数 

（令和 6 年 4 月現在） 
路線名 延長（㎞） 橋梁数 路線名 延長（㎞） 橋梁数

国道1号 154.9 519 国道43号 30.0 122
国道2号 131.9 546 国道158号 46.2 74
国道8号 189.4 475 国道161号 81.9 251
国道9号 179.1 460 国道163号 30.8 73
国道21号 12.3 59 国道165号 23.3 51
国道24号 218.6 807 国道171号 52.9 181
国道25号 60.2 67 国道175号 65.3 184
国道26号 63.4 144 国道176号 14.0 43

国道27号 135.0 322 国道478号 5.7 39
国道28号 56.6 132 国道481号 1.6 2
国道29号 68.4 145 国道483号 61.4 126
国道42号 227.7 374 紀勢線 39.4 58

1,949.9 5,254合　計

※合計値は四捨五入の関係で一致しない 
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◆建設年次別橋梁数 
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近畿地方整備局管内の橋梁の現状と課題 

 近畿地方整備局が管理する道路橋で建設年が明らかな４，６１７橋のうち、全体の概ね３６％

（１，６８１橋）が１９７０年までに建設されました。 

 近畿地方整備局管内において５０年を超える橋梁数の全管理橋梁数に占める割合は、現在の 

４７%から２０年後には約７４%まで急激に増加します。  

※建設年不明橋梁が 637 橋あります。 

■橋梁供用数の推移 

■架設から 50 年経過する橋梁割合の推移 現在(約 47％) 20 年後(約 74％) 
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◆橋梁種別毎の橋梁数と延長 

 

 

◆管内の主な橋梁 

 

 

鋼橋 ＲC橋 PC橋 混合橋及びその他 管理橋梁　合計
橋梁数
（橋）

延長
（ｍ）

橋梁数
（橋）

延長
（ｍ）

橋梁数
（橋）

延長
（ｍ）

橋梁数
（橋）

延長
（ｍ）

橋梁数
（橋）

延長
（ｍ）

1,037 114,470 2,426 19,393 1,468 96,198 323 96,361 5,254 326,423

国道43号 伝法大橋（鋼ランガーアーチ橋） 国道27号 塩出橋（３径間連続鋼溶接方杖ラーメン橋）

国道29号 カラウコ大橋（単径間鋼斜張橋（箱桁）） 国道175号 天神橋（単純鋼非合成版桁橋）

近畿地方整備局管内の橋梁の現状と課題 
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◆架設後 50年を超える橋梁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿地方整備局管内の橋梁の現状と課題 

 架設後５０年を越える橋が現在も活躍していますが、老朽化や車両の大型化による橋への負担

増などの諸要因により、腐食、亀裂、ひび割れなどの損傷が発生しています。  

国道 １号 桜宮橋  （単純鋼リベットアーチ橋 1930 年完成  供用年数 95 年 ） 

腐食 

ひびわれ

（床版） 

国道 １号 鳥羽大橋 （6 径間連続ＲＣアーチ橋 1934 年完成  供用年数 91 年  ） 

壁石の膨らみ 

国道 ９号 王子橋（旧）  石造アーチ橋 1884 年完成  供用年数 141 年  ） 
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◆橋梁のメンテナンス 

 

 

（１）定期点検要領等 

・橋梁定期点検要領（国土交通省 道路局 国道・技術課 H31.3） 

 

（２）道路橋毎の健全性の診断 

    
 

◆維持管理体制 

 

 

 

 

 

定義

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講
ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著し
く高く、緊急に措置を講ずべき状態

区分

メンテナンスサイクルの基本的な考え方 

 「今後の社会資本の維持管理・更新のあり方について（答申）」（平成２５年１２月）において、

現在の技術や仕組みによる維持管理状況が概ね継続する場合を前提として、今後１０年後、２

０年後の維持管理・更新費の推計が試算されており、その結果によると、２０１３年の維持管

理・更新費は約３．６兆円、１０年後は約４．３～５．１兆円、２０年後は約４．６～５．５

兆円程度になると推定しています。  

 このように、厳しい財政状況の中で効果的・効率的な維持管理を進めるため、橋梁の点検につ

いては、下記の定期点検要領等に基づき、５年に１度、近接目視による点検を実施し、結果に

ついては、４段階で区分します。 

 日常の巡回点検のほか、定期的に近接点検・診断を実施し、その結果を点検調書・橋梁カルテ

として記録・保存しています。  

 また、点検結果に基づき補修・補強工事を実施し、その履歴も橋梁カルテに記録するなど、橋

梁の維持管理に必要な情報の一元化に努めています。 



- 7 - 
 

 

◆維持管理のマネジメントサイクル 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆点検状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンテナンスサイクルの基本的な考え方 

定期的に橋梁の点検 
を実施し、損傷状況の 
把握に努める。 

定期点検結果に基づき、損 
傷原因に関する所見をまと 
め、対策区分の判定を行う。 

補修・補強計画を策定し、的確 
かつ効率的に補修・補強を行う。 

各種点検結果、補修 
等の履歴を記録する。 

診断 点検 

記録 措置 

橋梁点検車による点検 船（フロート）による点検 移動式吊足場による点検 

【点検支援技術】 

無人航空機(マルチコプター)を 

利用した橋梁点検システム 

【点検支援技術】 

魚群探知機を用いたダム貯水池 

３D マッピング技術「N ソナー」 

 

【点検支援技術】 

橋梁等構造物の 

点検ロボットカメラ 

 



- 8 - 
 

 

◆定期点検の実施状況 

 
 

 

 

 

 

         

Ⅰ 3,058橋

64%

Ⅱ 1,404橋

30%

Ⅲ 273橋 6%

Ⅳ 1橋 0.02%

健全度の内訳（H26～H30〈1巡目〉点検）

メンテナンスサイクルの基本的な考え方 

 ５年に１回の定期点検により、損傷状況を把握しています。             あ     

 平成２６年より橋梁定期点検要領による近接目視点検を実施し、令和元年からは２巡目の定期

点検を実施しています。 

 令和元年から令和５年において、５，２７３橋の点検を実施しました。 

 平成２６年から平成３０年の１巡目点検において、判定区分がⅢ・Ⅳと判定された橋梁は、２

７４橋となっています。 

 令和元年から令和５年の２巡目点検において、判定区分がⅢと判定された橋梁は、３０７橋と

なっています。                  ※点検後、移管等された橋梁を除く 

■定期点検の進捗状況 

 

■1 巡目の定期点検結果                   ■２巡目の定期点検結果 

 

 Ⅳ 0橋 0% 
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◆損傷事例 （以下のような損傷は、判定区分「Ⅲ」と判定します。） 

 

 

 

 

 

 

 

  

メンテナンスサイクルの基本的な考え方 

うき、剥離･鉄筋露出（主桁） 剥離･鉄筋露出（主桁）

350350 18980 19340 18980
3径間連続RCT桁橋 58000

③ 国道 42号 古座大橋 架設後 57年 

 

①  国道１号 桜宮橋  架設後 95年 

 

② 国道 29号 杉田橋  架設後 70年 

至 京都 至 大阪

腐 食

吊り材
（床版上面側）

吊り材
（床版下面側）

324000

35400 87000 14950 15000 15000 14950

ひびわれ（主桁）

至 新宮

至 和歌山

7700

アスファルト舗装 鋼製高欄
鋼製高欄

7000350 350

750 7504@1550=6200

 
 

腐食(吊り材…床版上面側) 

腐食(吊り材…床版下面側) 

うき、剥離･鉄筋露出(主桁) 剥離･鉄筋露出(主桁) 

ひびわれ(主桁 原因；塩害) 
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◆計画期間 

 

 

 

◆修繕計画 

 

 

◆コスト縮減の取り組み 

 

 

◆「個別施設計画」の策定方針 

 

  

H26 H27 H28 H29 H30 H31(R元) R2 R3 R4 R5 R6 R7
点検 点検

点検 点検

点検 点検
■■橋

２巡目点検１巡目点検

▲▲橋

施設名称

●●橋
補修 補修

補修

補修 補修

補修

橋梁保全の取り組み 

 ５年に１回の定期点検サイクルを踏まえ、次回点検までに修繕（補修）するのが基本となりま

す。 

 

 定期点検の結果、健全性の診断でⅢおよびⅡとなった橋梁を主に、次回点検までに修繕（補修）

を実施するように計画をしています。 
 健全性の診断でⅢを対象にした「事後保全」、Ⅱを対象にした「予防保全」があり、「予防保全」

への転換を目指していますが、現在は「事後保全」に取り組んでいます。 

以下の取り組みなどにより、コスト縮減に努めます。                 あ 
 点検支援技術（新技術）への採用 
 足場の併用等他の工事とあわせた修繕の実施 

個別施設計画の策定は、以下の方針で行っています。 

 近畿地方整備局管内の全５，２５４橋を対象とします。 

 道路施設利用者の安全性向上と橋梁の長寿命化を図るため、これまでの「事後保全型」の維持

管理から、「予防保全型」の維持管理への転換を目指します。 

（長寿命化修繕計画については、後段で詳述します。） 

 個別施設計画は、定期点検の結果を基に策定し、毎年見直します。 
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◆損傷箇所の対策事例 

 

 

橋梁保全の取り組み 

 損傷が著しい橋梁は、放置すると橋梁の安全性に影響を及ぼす恐れがあるため、補修・補強対

策を実施しています。 
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◆背景と目的例 

 

◆「長寿命化修繕計画」の策定方針 

 

今後、橋梁の老朽化が急速に進展する。

 経済成長期に増大した大型車交通量
により橋梁に疲労が蓄積し、損傷が発
生しやすい。

背 景

放置すると

崩壊事故に至るような重大な損傷
→ 人命の危険
損傷や耐荷力不足による通行規制
→ 社会的損失
大規模補修や架替の発生
→ 膨大な費用

定期的な点検による橋梁の状態の把握、予防的な修繕及び計画的な架替を着実に進め、橋梁の
長寿命化と修繕・架替えに係る費用の縮減を図りつつ、重要な道路ネットワークの安全性・信頼性を
確保します。

目 的

長寿命化修繕計画 

予防保全 
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◆対策の進め方 

 

◆長寿命化修繕計画の効果 

 

物流活動を支える重要な路線などは、大型車交通量が多く損傷も著しいことから、優先的に
対策を実施します。

規模（橋長、橋面積）が大きく、かつ損傷が著しい橋梁は、対策に複数年を要することから、
優先的に対策を実施します。

また、補修、補強方法については、架替えも含め総合的に検討します。

対策の実施に当たり高度な判断や専門的な知見が必要な場合は、学識経験者で構成する
「橋梁ドクター」の指導、助言を得ながら行います。

毎年度、新たな点検結果と対策の実施状況を踏まえ計画のフォローアップを行います。

（国道４３号 伝法大橋）大型車の多い大阪市内の交通状況
（国道４３号安治川大橋ランプ橋）

大規模な補修に至る前に予防的な補修を行うことで、橋梁の長寿命化（延命化）を図るととも

に、ライフサイクルコストの縮減に努めます。

事後保全

予防保全

長寿命化とライフサイクルコストの縮減イメージ

健全度

費用(累計)
評価（比較）期間

経年

経年

補修

予防保全

使用限界 (大規模)

補修(小規模)

1.0
(健全)

事後保全

長寿命化修繕計画 



- 14 - 
 

 

◆予防保全の取り組み事例 

 
 

 

 

長寿命化修繕計画 

 定期的な点検により早期に損傷を発見し、架替や大規模な修繕が必要となる前に対策を実施し

ています。 



- 15 - 
 

 

 

 

 

橋梁数：上部工が上下線等分離している場合、それぞれで１橋
とカウント。（○○橋上り、○○橋下り 等）

下
り
線

上
り
線

側
道
橋

１橋 １橋 １橋

３橋（橋梁数）＝３箇所（橋梁箇所数）

１橋 １橋

２橋（橋梁数）＝２箇所（橋梁箇所数）

上り線 下り線

橋梁数＝橋梁箇所数：上部工が上下線等分離している場合、それぞれで１橋　
　　　　　　　　　　　　　　 とカウント。（○○橋上り線、○○橋下り線等）

橋梁数＝２橋

橋梁数＝３橋

【用語の定義】 


